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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次 　

第31期

第２四半期連結累計期間
　

第31期

第２四半期連結会計期間
第30期

会計期間 　

自　平成20年11月１日

至　平成21年４月30日
　

自　平成21年２月１日

至　平成21年４月30日

自平成19年11月１日

至平成20年10月31日

売上高 （千円） 　 11,276,079　 5,516,239 25,873,283

経常損失 （千円） 　 352,466　 257,023 167,374

四半期（当期）純損失 （千円） 　 639,030　 567,531 380,713

純資産額 （千円） 　 － 　 6,328,161 7,092,517

総資産額 （千円） 　 － 　 16,580,933 18,314,290

１株当たり純資産額 （円） 　 － 　 254.71 285.40

１株当たり四半期（当
期）純損失

（円） 　 25.92　 23.02 15.44

潜在株式調整後１株当た
り四半期（当期）純利益

（円） 　 － 　 － －

自己資本比率 （％） 　 － 　 37.9 38.4

営業活動によるキャッ
シュ・フロー

（千円） 　 49,753　 － 859,902

投資活動によるキャッ
シュ・フロー

（千円） 　 △33,562　 － △1,482,736

財務活動によるキャッ
シュ・フロー

（千円） 　 △527,975　 － 327,732

現金及び現金同等物の四
半期末（期末）残高

（千円） 　 － 　 1,677,403 2,194,291

従業員数 （人） 　 － 　 795 802

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

EDINET提出書類

株式会社ウイルコ(E00748)

四半期報告書

 2/29



２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれてい

る事業の内容に重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1)　連結会社における状況

平成21年４月30日現在

従業員数(人) 795 （398）

(注) １　従業員数は就業人員（当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループ

への出向者を含んでおります。）であり、臨時従業員（人材派遣事業における派遣スタッフを除き、パートタイ

マー、人材会社からの派遣社員を含む）の人数は、当第２四半期連結会計期間の平均人員を（　）内に外数で記

載しております。

　

(2)　提出会社の状況

平成21年４月30日現在

従業員数(人) 701 （229）

(注) １　従業員数は就業人員（当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含んでおります。）であり、

臨時従業員（パートタイマー、人材会社からの派遣社員）の人数は、当第２四半期会計期間の平均人員を（　）

内に外数で記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

　

　①　生産実績

当第２四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称

当第２四半期連結会計期間

（自　平成21年２月１日

　　至　平成21年４月30日）

(千円)

情報・印刷事業 3,141,669

　(注)１　金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。

　　　２　外部顧客に対する生産実績を示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称

当第２四半期連結会計期間

（自　平成21年２月１日

　　至　平成21年４月30日）

(千円)

情報・印刷事業 2,754,259

　　　３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　②　商品仕入実績

事業の種類別セグメントの名称

当第２四半期連結会計期間

（自　平成21年２月１日

　　至　平成21年４月30日）

(千円)

情報・印刷事業 55,410

ダイレクト・マーケティング事業 627,383

合計 682,794

当第２四半期連結会計期間の商品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　(注)１　上記金額は仕入価格によっております。

　　　２　外部顧客に対する商品仕入実績を示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称

当第２四半期連結会計期間

（自　平成21年２月１日

　　至　平成21年４月30日）

(千円)

ダイレクト・マーケティング事業 589,495

　　　３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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　③　受注実績

当第２四半期連結会計期間の受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称

当第２四半期連結会計期間

（自　平成21年２月１日

　　至　平成21年４月30日）

受注高

(千円)

受注残高

(千円)

情報・印刷事業 3,397,777 791,086

　(注)１　金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。

　　　２　外部顧客に対する受注実績を示すと、次のとおりであります。

事業の種類別

セグメントの名称

当第２四半期連結会計期間

（自　平成21年２月１日

　　至　平成21年４月30日）

受注高（千円） 受注残高（千円）

情報・印刷事業 3,014,034 754,435

　　　３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　④　販売実績

当第２四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称

当第２四半期連結会計期間

（自　平成21年２月１日

　　至　平成21年４月30日）

(千円)

情報・印刷事業 3,619,913

ダイレクト・マーケティング事業 2,297,761

セグメント間の内部売上高 △401,435

合計 5,516,239

　(注)１　外部顧客に対する販売実績を示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称

当第２四半期連結会計期間

（自　平成21年２月１日

　　至　平成21年４月30日）

(千円)

情報・印刷事業 3,222,187

ダイレクト・マーケティング事業 2,294,052

合計 5,516,239

　　 ２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

     ３　当第２四半期連結会計期間において、総販売実績の10％以上を占める販売顧客に該当するものはありませ

 ん。
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２ 【経営上の重要な契約等】

　　　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1)　経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間のわが国経済は、米国に端を発した世界規模での金融市場の混乱が株価の

大幅な下落や円高の進行をもたらし、輸出の減少・設備投資や消費の減退さらに深刻な雇用問題へと実

体経済に重大な影響を及ぼしました。こうした先行き不透明な経済環境の中、情報・印刷事業、ダイレク

ト・マーケティング事業を行う当社グループの経営環境は、企業の広告費の削減や価格競争、個人消費の

伸び悩みに加え、低料第三種郵便制度利用の影響もあり、第１四半期以上に厳しい状況が続きました。

このような厳しい市場環境に対応するため、情報・印刷事業においては、製造設備の見直しも含め、コ

スト削減に努めてまいりましたが、急激な売上高減少を補うまでには至りませんでした。また、高付加価

値製品の販路拡大や新製品の開発への取組みも併せて行ってはおりますが、十分な成果をもたらすには

至っておりません。ダイレクト・マーケティング事業においては、新商品の開発とともに効率的な広告戦

略を通じて利益確保に努めてまいりました。

　この結果、当社グループの第２四半期連結会計期間の売上高は5,516,239千円、営業損失は249,126千円、

経常損失は257,023千円、四半期純損失は567,531千円となりました。

　

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

①情報・印刷事業

情報・印刷事業における売上高は3,619,913千円、営業損失は167,269千円でした。

②ダイレクト・マーケティング事業

ダイレクト・マーケティング事業における売上高は2,297,761千円、営業利益は143,693千円でした。

　

(2)　財政状態の分析

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における総資産は16,580,933千円と、前連結会計年度末に比べて

1,733,357千円減少いたしました。これは主として、現金及び預金が459,821千円減少、受取手形及び売掛

金が1,046,501千円減少したことによるものであります。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は10,252,771千円と、前連結会計年度末に比べて969,001千円

減少いたしました。これは主として、支払手形及び買掛金が308,610千円減少、ファクタリング未払金が

416,529千円減少、長期借入金が337,473千円減少したことによるものであります。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は6,328,161千円と、前連結会計年度末に比べて764,355

千円減少いたしました。これは主として、配当金の支払110,921千円、四半期純損失639,030千円によるも

のであります。
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(3)　キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第１四半期連

結会計期間末に比べ234,385千円減少し、1,677,403千円となりました。当第２四半期連結会計期間におけ

る各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、127,023千円となりました。これは主として、売上債権の減少

714,226千円、ファクタリング未払金の減少534,646千円によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、53,499千円となりました。これは主として、有形固定資産の取得

による支出63,267千円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、315,049千円となりました。これは主として、長期借入金の返済に

よる支出234,368千円によるものです。

　

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）の事業上及び財務上の対

処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5)　研究開発活動

　　　該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1)　主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2)　設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった提出会社関東第一

工場のコーター設備の導入及び提出会社北国工場のＣＴＰの導入につきましては中止になりました。

また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 76,600,000

計 76,600,000

　

②　【発行済株式】

　

種類

第２四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成21年４月30日)

提出日現在

発行数(株)

(平成21年６月12日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 24,650,800 24,650,800
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は1,000
株であります。

計 24,650,800 24,650,800－ －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

発行済株式

総数残高
資本金増減額 資本金残高

資本準備金

増減額

資本準備金

残高

(株) (株) (千円) (千円) (千円) (千円)

平成21年２月１日～
平成21年４月30日

― 24,650,800 ― 1,667,625 ― 1,765,995
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(5) 【大株主の状況】

平成21年４月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

若林　和芳 石川県金沢市 6,390 25.92

有限会社　わかさ屋 石川県金沢市粟崎町４丁目７８－１２ 4,800 19.47

若林　裕紀子 石川県金沢市 1,920 7.78

鈴木　隆夫 千葉県松戸市 1,170 4.74

ウイルコ従業員持株会 石川県白山市福留町３７０番地 1,083 4.39

大日精化工業　株式会社 東京都中央区日本橋馬喰町１丁目７－６ 960 3.89

株式会社　北國銀行 石川県金沢市下堤町１ 720 2.92

株式会社　ケイ・エム・インベス
トメント

東京都港区六本木３丁目１７－１２－８０２ 504 2.04

株式会社　博報堂 東京都港区赤坂５丁目３－１ 480 1.94

石田　敏郎 石川県小松市 480 1.94

計 ― 18,507 75.07

　

(6) 【議決権の状況】

　

①　【発行済株式】

平成21年４月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　 － － －

議決権制限株式（自己株式等） 　 － － －

議決権制限株式（その他） 　 － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式） 　

－ －
普通株式 1,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 24,646,00024,646 －

単元未満株式 普通株式 3,800 －
一単元（1,000株）未
満の株式であります。

発行済株式総数 　 24,650,800 － －

総株主の議決権 　 － 24,646 －

（注）「単元未満株式」の「株式数」の欄には、自己株式600株が含まれております。

　

②　【自己株式等】

平成21年４月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数
(株)

他人名義所有
株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 石川県白山市
1,000 － 1,000 0.00

㈱ウイルコ 福留町370番地

計 － 1,000 － 1,000 0.00
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成20年11月 12月 平成21年１月 ２月 ３月 ４月

最高(円) 146 142 130 150 140 131

最低(円) 113 119 122 123 119 83

(注) 最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりで

あります。

　　退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

代表取締役会長 会長執行役員 若林　和芳 平成21年４月15日
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、第１四半期連結会計期間（平成20年11月１日から平成21年１月31日まで）から、「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日　内閣府令第50号）

附則第７条第１項第５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用しておりま

す。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成21年２月

１日から平成21年４月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年11月１日から平成21年４月30

日まで）に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年４月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,189,447 2,649,269

受取手形及び売掛金 3,416,212 4,462,713

商品及び製品 675,924 668,023

仕掛品 86,965 90,874

原材料及び貯蔵品 440,520 443,202

その他 745,084 933,297

貸倒引当金 △132,350 △154,697

流動資産合計 7,421,805 9,092,683

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,924,892 1,979,195

機械装置及び運搬具（純額） 2,461,629 2,036,029

土地 2,572,466 2,573,127

その他（純額） 662,917 766,624

有形固定資産合計 ※
 7,621,905

※
 7,354,976

無形固定資産 237,318 272,844

投資その他の資産

投資有価証券 799,836 880,604

その他 844,245 1,061,867

貸倒引当金 △344,177 △348,684

投資その他の資産合計 1,299,904 1,593,787

固定資産合計 9,159,128 9,221,607

資産合計 16,580,933 18,314,290
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年４月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年10月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,259,091 1,567,702

短期借入金 847,964 907,871

ファクタリング未払金 4,216,495 4,633,025

未払法人税等 22,461 128,021

引当金 193,670 186,749

その他 1,193,692 1,524,794

流動負債合計 7,733,376 8,948,163

固定負債

長期借入金 1,470,336 1,807,809

退職給付引当金 227,456 208,081

その他 821,602 257,718

固定負債合計 2,519,395 2,273,609

負債合計 10,252,771 11,221,773

純資産の部

株主資本

資本金 1,667,625 1,667,625

資本剰余金 1,759,449 1,759,449

利益剰余金 2,947,779 3,697,731

自己株式 △529 △529

株主資本合計 6,374,325 7,124,276

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △70,691 △102,156

為替換算調整勘定 △25,328 12,763

評価・換算差額等合計 △96,019 △89,392

少数株主持分 49,856 57,633

純資産合計 6,328,161 7,092,517

負債純資産合計 16,580,933 18,314,290
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年11月１日
　至 平成21年４月30日)

売上高 11,276,079

売上原価 7,490,818

売上総利益 3,785,261

販売費及び一般管理費 ※
 4,294,523

営業損失（△） △509,262

営業外収益

受取利息 3,731

受取配当金 8,429

匿名組合投資利益 186,808

その他 33,472

営業外収益合計 232,441

営業外費用

支払利息 28,902

持分法による投資損失 17,388

その他 29,354

営業外費用合計 75,645

経常損失（△） △352,466

特別利益

固定資産売却益 2,669

投資有価証券売却益 38,317

貸倒引当金戻入額 14,038

その他 73

特別利益合計 55,098

特別損失

固定資産売却損 9,282

固定資産除却損 23,387

投資有価証券評価損 68,623

その他 212

特別損失合計 101,506

税金等調整前四半期純損失（△） △398,874

法人税等 244,722

少数株主損失（△） △4,566

四半期純損失（△） △639,030
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年２月１日
　至 平成21年４月30日)

売上高 5,516,239

売上原価 3,655,739

売上総利益 1,860,499

販売費及び一般管理費 ※
 2,109,626

営業損失（△） △249,126

営業外収益

受取利息 2,379

受取配当金 2,434

受取賃貸料 7,911

その他 10,284

営業外収益合計 23,010

営業外費用

支払利息 15,432

持分法による投資損失 11,366

為替差損 △11,606

その他 15,714

営業外費用合計 30,907

経常損失（△） △257,023

特別利益

固定資産売却益 2,669

投資有価証券売却益 38,317

貸倒引当金戻入額 △7,098

その他 6

特別利益合計 33,894

特別損失

固定資産除却損 22,111

投資有価証券評価損 64,891

その他 17

特別損失合計 87,021

税金等調整前四半期純損失（△） △310,149

法人税等 260,392

少数株主利益 △3,010

四半期純損失（△） △567,531
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年11月１日
　至 平成21年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △398,874

減価償却費 433,308

賞与引当金の増減額（△は減少） △13,599

ポイント引当金の増減額（△は減少） 20,521

退職給付引当金の増減額（△は減少） 19,374

貸倒引当金の増減額（△は減少） △26,853

受取利息及び受取配当金 △12,161

持分法による投資損益（△は益） 17,388

支払利息 28,902

為替差損益（△は益） △772

固定資産売却損益（△は益） 6,613

投資有価証券売却損益（△は益） △38,317

固定資産除却損 23,387

投資有価証券評価損益（△は益） 68,623

売上債権の増減額（△は増加） 1,046,501

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,774

仕入債務の増減額（△は減少） △308,242

ファクタリング未払金の増減額（△は減少） △404,726

その他 △263,550

小計 193,747

利息及び配当金の受取額 12,968

利息の支払額 △29,116

法人税等の支払額 △127,845

営業活動によるキャッシュ・フロー 49,753

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △189,066

定期預金の払戻による収入 132,000

有形固定資産の取得による支出 △224,005

有形固定資産の売却による収入 10,478

無形固定資産の取得による支出 △68,410

投資有価証券の取得による支出 △1,201

投資有価証券の売却による収入 50,000

投資有価証券の償還による収入 18,333

貸付けによる支出 △20,000

貸付金の回収による収入 29,937

出資金の回収による収入 239,380

その他 △11,008

投資活動によるキャッシュ・フロー △33,562
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(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年11月１日
　至 平成21年４月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △397,380

配当金の支払額 △110,921

その他 △19,674

財務活動によるキャッシュ・フロー △527,975

現金及び現金同等物に係る換算差額 △5,102

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △516,887

現金及び現金同等物の期首残高 2,194,291

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,677,403

EDINET提出書類

株式会社ウイルコ(E00748)

四半期報告書

18/29



【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

　当第２四半期連結会計期間（自　平成21年２月１日　至　平成21年４月30日）

　　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第２四半期連結累計期間

(自　平成20年11月１日

　至　平成21年４月30日)

１．連結の範囲に関する事項の変更

　(1)連結範囲の変更

㈱ＴＡＫＡＤＡを第１四半期連結会計期間にお

いて合併したため、連結の範囲から除外しており

ます。

　(2)変更後の連結子会社の数

　　６社

 

２．会計処理基準に関する事項の変更

　(1)棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会

計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第

９号）を第１四半期連結会計期間から適用し、評

価基準については、原価法から原価法（収益性の

低下による簿価切下げの方法）に変更しておりま

す。

これによる損益に与える影響は軽微でありま

す。

なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所

に記載しております。

 

　(2)リース取引に関する会計基準の適用

「リース取引に関する会計基準」（企業会計基

準委員会　平成５年６月17日　最終改正平成19年３

月30日　企業会計基準第13号）及び「リース取引

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委

員会　平成６年１月18日　最終改正平成19年３月30

日　企業会計基準適用指針第16号）を第１四半期

連結会計期間から早期に適用し、所有権移転外

ファイナンス・リース取引については、通常の賃

貸借取引に係る方法に準じた会計処理から通常の

売買取引に係る方法に準じた会計処理に変更し

リース資産として計上しております。

また、リース資産の減価償却の方法は、リース期

間を耐用年数とし、残存価額については、リース契

約上に残価保証の取決めがあるものは当該残価保

証額とし、それ以外のものは零とする定額法に

よっております。

なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有

権移転外ファイナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を

引き続き採用しております。

これにより、有形固定資産が484,450千円増加し

ております。なお、損益に与える影響は軽微であり

ます。

また、セグメント情報に与える影響は、当該箇所

に記載しております。
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【簡便な会計処理】

当第２四半期連結累計期間

(自　平成20年11月１日

　至　平成21年４月30日)

繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連

結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の

発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、

前連結会計年度において使用した将来の業績予測や

タックス・プランニングを利用する方法によってお

り、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化

があるか、または、一時差異等の発生状況に著しい変

化が認められた場合には、前連結会計年度末において

使用した将来の業績予測やタックス・プランニング

に当該著しい変化の影響を加味したものを利用する

方法によっております。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間

(自　平成20年11月１日

　至　平成21年４月30日)

税金費用の計算

　　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含

む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半

期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しており

ます。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を

計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、

法定実効税率を使用する方法によっております。

　　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示して

おります。

　

　

【追加情報】

　　該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第２四半期連結会計期間末

(平成21年４月30日)

前連結会計年度末

(平成20年10月31日)

※　有形固定資産の減価償却累計額　9,946,136千円

 

※　有形固定資産の減価償却累計額　9,646,657千円

 

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

当第２四半期連結累計期間

(自　平成20年11月１日

　至　平成21年４月30日)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は
次のとおりであります。

広告宣伝費 1,122,774千円

荷造発送費 586,061千円

従業員給料手当 1,104,772千円

賞与引当金繰入額 48,444千円

退職給付費用 10,984千円

　

　

第２四半期連結会計期間

当第２四半期連結会計期間

(自　平成21年２月１日

　至　平成21年４月30日)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は
次のとおりであります。

広告宣伝費 565,840千円

荷造発送費 297,796千円

従業員給料手当 540,245千円

賞与引当金繰入額 14,238千円

退職給付費用 6,135千円

 

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成20年11月１日

　至　平成21年４月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 2,189,447千円

預入期間が３か月を超える定期預
金

△512,044千円

現金及び現金同等物 1,677,403千円

　

　

EDINET提出書類

株式会社ウイルコ(E00748)

四半期報告書

21/29



(株主資本等関係)

　当第２四半期連結会計期間末（平成21年４月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成20年11月１日

　至　平成21年４月30日）

　１．発行済株式に関する事項

株式の種類

当第２四半期

連結会計期間末

(株)

　普通株式 24,650,800

　

　２．自己株式に関する事項

株式の種類

当第２四半期

連結会計期間末

(株)

　普通株式 1,600

　

　３．新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。

　

　４．配当に関する事項

(1)　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年１月23日
定時株主総会

普通株式 110,921 4.50平成20年10月31日平成21年１月26日利益剰余金

　

(2)　基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。
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(リース取引関係)

　当第２四半期連結会計期間（自　平成21年２月１日　至　平成21年４月30日）

　リース取引開始日がリース会計基準適用初年度開始前（平成20年10月31日以前）の所有権移転外ファイ

ナンス・リース取引につきましては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っておりますが、

当第２四半期連結会計期間末におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められ

ないため、記載しておりません。
　

　
(有価証券関係)

　当第２四半期連結会計期間末（平成21年４月30日）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が

ありません。

　

(デリバティブ取引関係)

　当第２四半期連結会計期間末（平成21年４月30日）

　　当社及び連結子会社は、デリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

　当第２四半期連結会計期間（自　平成21年２月１日　至　平成21年４月30日）

　　該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

　当第２四半期連結会計期間（自　平成21年２月１日　至　平成21年４月30日）

　　該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年２月１日　至　平成21年４月30日）

　
情報・印刷事業

(千円)

ダイレクト・
マーケティング

事業

(千円)

計

(千円)

消去又は
全社

(千円)

連結

(千円)

売上高 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する売上高 3,222,1872,294,0525,516,239 － 5,516,239

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高

397,726 3,709 401,435(401,435) －

計 3,619,9132,297,7615,917,674(401,435)5,516,239

営業利益又は営業損失（△） △167,269 143,693△23,576(225,550)△249,126

　

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年11月１日　至　平成21年４月30日）

　
情報・印刷事業

(千円)

ダイレクト・
マーケティング

事業

(千円)

計

(千円)

消去又は
全社

(千円)

連結

(千円)

売上高 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する売上高 6,747,241　4,528,838　11,276,079　 －　 11,276,079　

(2)セグメント間の内部売上
高又は振替高

802,457　 5,621　 808,079　（808,079） －　

計 7,549,699　4,534,459　12,084,159　（808,079）11,276,079　

営業利益又は営業損失（△） △219,824　214,078　△5,745　（503,516）△509,262　

(注) １　事業区分は、製品の種類・性質、製造方法、市場及び販売方法の類似性に基づき、情報・印刷事業と

　　　　 ダイレクト・マーケティング事業に区分しております。

２　各事業の主な事業内容

(1) 情報・印刷事業

宣伝印刷物（チラシ、フリーペーパー、カタログ、パンフレット等）、ダイレクトメール（パーソナルな販促

・告知媒体の葉書、封書等）、セールスプロモーション用品（ＰＯＰ、ポスター等）及び業務印刷物（封筒、伝

票、帳票類）の商業印刷物等の製造販売並びにデジタルコンテンツ企画制作を行っております。

(2) ダイレクト・マーケティング事業

ヘアケア・化粧品、美容食品、健康補助食品、輸入家具、寝具・雑貨、環境洗剤等の商品企画・開発及び通信

販売を行っております。

３　セグメント間の内部売上高に関しましては社内の標準価格に基づき決定しております。

４　会計処理基準に関する事項の変更

（棚卸資産の評価に関する会計基準の適用）

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号）

を第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法）に変更しております。

これによるセグメント情報に与える影響は軽微であります。

　

（リース取引に関する会計基準の適用）

「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成５年６月17日　最終改正平成19年３月30日　

企業会計基準第13号）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会　平成６年１

月18日　最終改正平成19年３月30日　企業会計基準適用指針第16号）を第１四半期連結会計期間から早期に適

用し、所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理か

ら通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理に変更しております。

また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額については、リース契約上に残

価保証の取決めがあるものは当該残価保証額とし、それ以外のものは零とする定額法によっております。

なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸

借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。

これによるセグメント情報に与える影響は軽微であります。
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【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年２月１日　至　平成21年４月30日）及び当第２四半期連結累

計期間（自　平成20年11月１日　至　平成21年４月30日）

全セグメントの売上高の合計金額に占める日本の割合が、90％を越えているため、所在地別セグメント

情報の記載を省略しております。

　

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年２月１日　至　平成21年４月30日）及び当第２四半期連結累

計期間（自　平成20年11月１日　至　平成21年４月30日）

海外売上高が、連結売上高の10％未満のため海外売上高の記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末

(平成21年４月30日)

前連結会計年度末

(平成20年10月31日)

　

１株当たり純資産額 254.71円

　

　

１株当たり純資産額 285.40円

　

　 　

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第２四半期連結累計期間

当第２四半期連結累計期間

(自　平成20年11月１日

　至　平成21年４月30日)

 

１株当たり四半期純損失金額 25.92円

 

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、１株当たり四半期純損失が計上されており、ま
た、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(注)　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎

　 　

当第２四半期連結累計期間

(自　平成20年11月１日

　至　平成21年４月30日)

　四半期連結損益計算書上の四半期純損失（千円） 　 639,030　

　普通株主に帰属しない金額（千円） 　 －　

　普通株式に係る四半期純損失（千円） 　 639,030　

　普通株式の期中平均株式数（千株） 　 24,649　

　

第２四半期連結会計期間

当第２四半期連結会計期間

(自　平成21年２月１日

　至　平成21年４月30日)

 

１株当たり四半期純損失金額 23.02円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、１株当たり四半期純損失が計上されており、ま
た、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(注)　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎

　 　

当第２四半期連結会計期間

(自　平成21年２月１日

　至　平成21年４月30日)

　四半期連結損益計算書上の四半期純損失（千円） 　 567,531

　普通株主に帰属しない金額（千円） 　 －

　普通株式に係る四半期純損失（千円） 　 567,531

　普通株式の期中平均株式数（千株） 　 24,649

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

重要な訴訟等

　当社は、平成20年７月31日に株式会社林原等と締結した「株式譲渡契約」の契約解除に伴い、株式会社

林原等に対して、既に支払った株式譲渡代金５億９千９百万円の返還を求める訴訟を平成20年11月28日

東京地方裁判所に提起いたしました。これに対し、林原靖氏他個人３名は、「株式譲渡契約」の有効性を

主張し、当社に対し、平成21年４月21日に売買代金の残額約４億円の支払いを求める反訴を提起し、現在

係争中であります。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年６月11日

株式会社ウイルコ

取締役会　御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　浜　　田　　　　　亘　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　藤　　田　　利　　弘　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　小 酒 井　  雄　　三　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ウイルコの平成20年11月１日から平成21年10月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成21年２月１日から平成21年４月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年11月１日から平成21年４

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ウイルコ及び連結子会社の平成21年

４月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

追記事項

　四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、「リース取引に

関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成５年６月17日　最終改正平成19年３月30日　企業会計基準第13

号）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会　平成６年１月18日　最終改正平

成19年３月30日　企業会計基準適用指針第16号）を第１四半期連結会計期間から早期に適用している。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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